
村田 けい子です

発行/日本共産党立科町議会議員 村田桂子 立科町塩沢１４８３ ☎０２６７（５６）２８６８

2015.11.21

No.28
みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。

今
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立科町合併60周年記念式典の前に、1985年11月16
日に埋めたタイムカプセルを30年ぶりに掘り出し、
また新たなカプセルを埋めました。タイムカプセ
ルのふたには、当時の役場担当者の名前とともに、
冒頭の言葉が書かれていました。立科町はこれか
らもこの言葉のような町であり続けてほしいと思
います。
新しく埋めたカプセルには、どんなものが入っ

ているのか、また調べてお知らせします。中央公
民館の玄関の向かって左隣に埋めました。今度は
20年後に開くということです。

「２１世紀の立科町民へ 緑豊かで人間味にあふれた町で
ありますようにー。」…30年前のタイムカプセル掘り出す。

開封セレモニーで中身をご披露する町長
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埋めた当時の町長など関
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電話と電卓、電卓はその当時
でもだいぶ古かったが今後は
お目に係れないだろうと記録
的な意味合いで入れたそうで
す。

小学校のカバンとヘ
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多楽福まつりでの自衛隊の参加・展
示について、多くの町民よりご意見が
寄せられたとのことで、次の日、日曜
日には撤去されていました。関係者の
ご良識・ご配慮に感謝いたします。
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11・15 西塩沢公民館で行われた敬
老会での展示、和服での帯の替わり
結び、油絵，書，菊、生け花など地
域の老人クラブの会員による多彩な
展示がありました。
ステージでは、大正琴、踊り・太

鼓、カラオケ、民謡など、多くの芸
能が披露され、楽しいひと時を過ご
しました。皆さん、いつまでもお健
やかに。



毎週土曜日

午前１１：３０
から30分

ツルヤ信号前

「戦争法廃止！」の国民連合政府を考える！

スタンディング
＠たてしな

12・１３（日）ごご１：３０～３：００

日本共産党演説会
佐久平交流センター

お話し紙 智子参議院議員
藤岡義英 県議会議員

搾乳牛６０頭を飼う農家にお聞きしま
した。夫婦二人で、朝五時起きで搾乳
機で一日二回の搾乳をします。できる
だけ草を食べさせています。現在の価
格が、維持されることが、重要。TPP 
は、決議守っていない！とキッパリ

《紙智子ツイッターより》１１・１７

「ＴＰＰは決まってい
ません。国会決議を順
守させましょう。」

2000万人署名に
ご協力を

町会議員の新人6人で作る「新風27」月一回
の学習会をしています。11.13

新人6人で勉強会をしています。第
1回は「立科総合戦略」についての
意見交換会。その結果を町に各人で
提出しました。（パブリックコメン
トに）

13日は第2回目、今井英昭議員が
講師となって「地球温暖化」につい
ての学習をしました。

スライドを使っての説明と質疑
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愛川町郷土資料館のエントランス。
はいったら目に飛び込んでくる。
立科町と姉妹都市になっている神

奈川県愛川町に議会の親善交流があ
り参加しました。りっぱな郷土資料
館があって、愛川町の歴史、風土が
紹介されていました。多くの中学生
が見学に来ていました。

姉妹都市愛川町の郷土資料館を視察 １１・１７－１８

愛川町のユルキャラ アイちゃん

愛川町の植物・鶏・動物などが展
示されていてよくわかる。「生き
た宝石」と言われているカワセミ
もいた。狸・ハクビシン・テンな
どもはく製で展示されていた。
町の歴史もわかりやすく展示。
立科町もこうした施設がほしいで
すね。

郷土資料館を見た後、愛川町の議
員との交流がありました。愛川町も
鉄道の駅がなく、バスや循環バスが
町民の足です。
工業団地もあり、財政的には豊か

で不交付団体ですが、この街でも高
齢化が進み、人口は減っているとの

こと。工業団地があっても空き家なども増えているようです。
愛川町の議員とは町の活性化・デマンドバスなど意見交換しま

した。議員の中には農家もあり、軽トラ市を始めたアイデアマン
もいらっしゃり、様々な刺激を受けたところです。来年は愛川町
の議員を迎える番だそうです。
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